
学校番号 １０３ 

令和３年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 日本文教「高校生の美術２」  

副教材等 － 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・「美術Ⅰ」における幅広い美的体験の上に立ち、心豊かな生き方にかかわる美術の働きを理解

したりするなどの鑑賞能力をのばし、表現能力を高める。 

・デッサンは、対象を描写することで、形態についての認識を深め、その骨格を発見することが

できる。デッサンを通じ、観察する能力を養い、造形的表現について理解を深める。 

・さまざまな画材、絵の具を体験し、それぞれの絵の具の持つ特性を知って表現の違いを学ぶ。 

２ 学習の到達目標 

・美術の創造的な諸活動を通じて、美的体験を豊かにし、感性を高める。 

・個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばし、美的文化についての理解をさらに深める。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の

喜びを味わい、多様

な表現方法や美術

文化に関心を持ち、

主体的に表現や鑑

賞の創造活動に取

り組もうとする。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこ

とや考えたこと、目

的や機能、美しさな

どから主題を生成

し、創造的な表現の

構想を練っている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表

現の工夫や美術文

化などを理解し、そ

のよさや美しさを

創造的に味わって

いる。 

評
価
方
法 

観察 

 

観察 

作品提出 

ワークシート 

観察 

作品提出 

ワークシート 

観察 

作品提出 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学年末には１～３学期の成績を平均し、学年成績とします。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学  
期 

題
材
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

=
学
期 

四
季
@
A
B
C
D 

・オリエンテーション 

・色彩基礎 

・色彩構成 

・理想の部屋 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:美術の多様な表現に関心を持ち、こ

れからの学習に意欲を高めている。 

b:条件や美しさとなどから、形や色彩

などの働きを考えて表現の構想を

練っている。 

c:アクリル絵の具の特性を生かし、表

現方法を工夫して、条件や計画を基

に表現している。 

３ 学習評価

(評価規準と

評価方法) 

参照 

_
学
期 

 

`
a
A
b
@
基
礎 

・ポスター制作 

・商品パッケージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b:アピールする事物などデザインの

目的、機能、美しさなどから主題を

生成し、描画材や表現形式の特性、

形や色彩などの働きを考えて表現

の構想を練っている。 

c:目的や意図に応じて材料や用具の

特性を生かし、表現方法を工夫し

て、目的や計画を基に表現してい

る。 

 

３ 学習評価

(評価規準と

評価方法) 

参照 

n
学
期 

 

【鑑賞】 

・絵巻物、障壁画、浮世

絵などの作品から、班

で１作品選び、表現の

特徴や工夫について

話し合い、まとめる。 

・作品について調べる。 

・班ごとに発表する。 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

  

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

a:日本の伝統的な美術の表現の特質

に関心を持ち、日本及び諸外国の美

術文化について理解しようとして

いる。 

d:日本の伝統的な美術の表現の特質

や様式、主題や表現方法、日本及び

諸外国の美術文化について理解を

深めている。 

３ 学習評価

(評価規準と

評価方法) 

参照 

 
※ 表中の観点について a: 美術への関心・意欲・態度   b: 発想や構想の能力 

c:創造的な技能          d:鑑賞の能力 
 
※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 
 


